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   川崎市市民館の使用料、利用料金等に関する規則 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、川崎市市民館条例（昭和４７年川崎市条例第３８号。以

下「条例」という。）の規定に基づき、川崎市市民館（以下「市民館」とい

う。）の使用料、利用料金並びに受講料及び入場料に関し必要な事項を定め

るものとする。 

（設備の使用料） 

第２条 条例第１１条第１項に規定する規則で定める設備の使用料は、別表の

とおりとする。 

 （使用料、利用料金等の納付等） 

第３条 条例第１１条第１項に規定する使用料並びに条例第１３条第１項に規

定する受講料及び入場料（それぞれ指定管理者が管理を行う市民館に係るも

のを除く。）は、市長が指定する日までに納付しなければならない。 

２ 前項の使用料並びに受講料及び入場料の納付方法は、川崎市金銭会計規則

（昭和３９年川崎市規則第３１号）の定めるところによる。 

３ 条例第１１条の２に規定する利用料金並びに条例第１３条第１項に規定す

る受講料及び入場料（それぞれ指定管理者が管理を行う市民館に係るものに

限る。）は、指定管理者が指定する日までに支払わなければならない。 

（使用料又は利用料金の減免申請等） 

第４条 条例第１４条第１項の規定により使用料の減額又は免除を受けようと

する者は、条例第５条の規定による利用許可の申請と同時に、市長に申請し

なければならない。ただし、川崎市公共施設利用予約システムを利用する場

合にあっては、同条の規定による利用許可の申請後速やかに申請しなければ

ならない。 

２ 市長は、使用料の減額又は免除の申請に対する決定をしたときは、当該決



定に係る通知書を前項の規定による申請をした者に交付しなければならない

。 

３ 条例第１４条第２項の規定により利用料金の減額又は免除を受けようとす

る者は、原則として条例第５条の規定による利用許可の申請と同時に、条例

第４条の２に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）に申請し

なければならない。 

４ 指定管理者は、利用料金の減額又は免除の申請に対する決定をしたときは

、当該決定に係る通知書を前項の規定による申請をした者に交付しなければ

ならない。 

 （使用料又は利用料金の減免） 

第５条 条例第１４条第１項の規定により、市長は、次のいずれかに該当する

場合は、使用料の５割相当額（１円未満の端数は、切り捨てる。）を減額す

ることができる。 

（１）市がその事務事業のために利用するとき。 

（２）国又は他の地方公共団体がその事業のために利用するとき。 

（３）市が構成員となっている協議会、研究会等が主催する行事等のために利

用するとき。 

（４）指導育成を行う必要があると市が認める団体が、その目的のために利用

するとき。 

２ 市長は、前項の規定によるほか、特別な理由があると認めるときは、使用

料を減額し、又は免除することができる。 

３ 条例第１４条第２項の規定により、指定管理者は、第１項各号のいずれか

に該当する場合は、利用料金を減額することができる。 

４ 指定管理者は、前項の規定によるほか、市長が特別な理由があると認める

ときは、利用料金を減額し、又は免除することができる。 



 （使用料の返還等） 

第６条 条例第５条の利用許可を受けた者が市民館の施設及び設備の利用中止

を届け出た場合は、条例第１５条第１項ただし書の規定により、次の表に定

めるとおり使用料を返還する。この場合において、１円未満の端数があると

きは、これを切り捨てるものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、ホールの利用許可の申請期間（教育委員会が別

に定める申請期間をいう。）に併せてその他の施設の利用許可の申請を行っ

た場合における当該施設に係る返還金の額は、当該施設の利用日の６箇月前

までに利用中止を届け出た場合にあっては全額（１円未満の端数は、切り捨

てる。）、利用日の４箇月前までに利用中止を届け出た場合にあっては５割

相当額（１円未満の端数は、切り捨てる。）とする。 

３ 条例第９条第３号又は第４号に該当し、教育委員会が利用許可を取り消し

た場合は、使用料の全額を返還する。 

４ 市長は、前３項の規定によるほか、特に理由がある場合は、別に定めると

ころにより使用料を返還することができる。 

 （利用料金の返還） 

第７条 条例第１５条第２項ただし書の規定による利用料金の返還については

、前条の規定を準用する。この場合において、同条第３項中「教育委員会」

とあるのは「指定管理者」と、同条第４項中「市長」とあるのは「指定管理

者」と読み替えるものとする。 

区分 返還金の額 

ホール 利用日の６箇月前までに利用中止

を届け出た場合 

使用料の全額 

利用日の４箇月前までに利用中止

を届け出た場合 

使用料の５割相当額 

その他の

施設 

利用日の３日前までに利用中止を

届け出た場合 

使用料の全額 



 （その他必要事項） 

第８条 この規則の実施に関し必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規則（以下「新規則」という。）の施行の際現に効力を有する新

規則第４条第１項の規定による使用料の減額又は免除の申請に相当する申請

で、新規則の施行の日（以下「施行日」という。）において市長に対して行

われるべきものとなるものは、施行日以後においては、市長に対して行われ

た申請とみなす。 

３ 新規則の施行の際現に効力を有する新規則第４条第３項の規定による利用

料金の減額又は免除の申請に相当する申請で、施行日において同項に規定す

る指定管理者に対して行われるべきものとなるものは、施行日以後において

は、指定管理者に対して行われた申請とみなす。 

別表（第２条関係） 

１ ホール 

種別 品名 金額 回数 単位 付記 

 
拡声装置 １，６８０円１ １式  

 
補助ミキサー ５６０円１ １台  

 

ダイナミックマイ 

クロホン 
２２０円１ １本 

 

 

コンデンサーマイ 

クロホン 
６７０円１ １本 

 

 

ワイヤレスマイク 

ロホン 
１，２３０円１ １本 

 

     



 

ディスク・プレー 

ヤー 
５６０円１ １台 

レコード、Ｃ 

Ｄ等の再生専 

用 

音響設備 録音再生機器 ５６０円１ １台 

テープ、ＭＤ 

等の録音再生 

用 

 

音響効果装置 

５６０円１ １台 
マイクロホン 

用３点吊装置 

 
５６０円１ １台 

エコー・ディ 

レイ・リバー 

ブ等の残響装 

置 

 
５６０円１ １台 

可搬型スピー 

カー類 

 
５６０円１ １台 

ランニング装 

置 

 
５６０円１ １台 その他の装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーダーライト ４４０円１ １列  

アッパーホリゾン 

トライト 
６７０円１ １列 

 

ロアーホリゾント 

ライト 
４４０円１ １列 

 

サスペンションラ 

イト 
１，１２０円１ １列 

 

プロセニアムスポ 

ットライト 
１，１２０円１ １列 

 

トーメンタルスポ 

ットライト 
１，１２０円１ １式 

 

フットライト ２２０円１ １列  

シーリングスポッ 

トライト 
１，１２０円１ １列 

 

フロントサイドス 

ポットライト 
１，１２０円１ １式 

 

 

 

 

１１０円１ １台 
０．５キロワ 

ット以下 

  ０．５キロワ 



 

 

 

 

照明設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポットライト 
２２０円１ １台 

ットを超え１． 

０キロワット 

まで 

３３０円１ １台 

１．０キロワ 

ットを超える 

もの 

ピンスポットライ 

ト 
１，１２０円１ １台 

 

ストリップライト 

５５円１ １基 
０．９メート 

ル 

１１０円１ １基 
１．８メート 

ル 

照明効果装置 

４４０円１ １台 ミラーボール 

４４０円１ １台 
リップルマシ 

ン 

４４０円１ １台 
オーロラマシ 

ン 

４４０円１ １台 
ストロボマシ 

ン 

４４０円１ １台 
エフェクトマ 

シン 

４４０円１ １台 
ミニプロフィ 

ール 

４４０円１ １台 その他の装置 

ディスク １１０円１ １枚  

先玉 １１０円１ １個  

元玉 １１０円１ １個  

 

 

 

 

 

 

 

 

演壇 ３３０円１ １式  

司会者台 ２２０円１ １台  

反響板 １，６８０円１ １式 照明付 

指揮台 １１０円１ １台  

指揮者用譜面台 １１０円１ １台  

譜面台 ５５円１ １台  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舞台設備 

譜面灯 ５５円１ １台  

椅子 ２２円１ １脚  

コントラバス用椅 

子 
５５円１ １脚 

 

長机 １１０円１ １脚  

所作台 ２，２４０円１ １式  

平台 １１０円１ １台  

足 １１円１ １個  

松羽目 １，１２０円１ １式  

鳥屋囲 ５６０円１ １式  

金屏風 １，１２０円１ １双  

銀屏風 １，１２０円１ １双  

紅白幕 ２２０円１ １枚  

浅黄幕 ２２０円１ １枚  

紗幕 ２２０円１ １枚  

遠見 １，１２０円１ １枚  

地がすり ３３０円１ １枚  

もうせん ３３０円１ １枚  

長座布団 １１０円１ １枚  

高座用座布団 １１０円１ １枚  

座布団 ２２円１ １枚  

上敷 １１０円１ １枚  

バレエシート ４，４８０円１ １式 
麻生に限る。 

テープ別 

大太鼓 ２２０円１ １式  

ピアノ ５，６００円１ １台 
フルコンサー 

ト（調律別） 

スクリーン ２２０円１ １張  

浴室 ５６０円１ １室  

 映写機 ８９０円１ １台 １６ミリ 



 

その他 

液晶プロジェクタ 

ー 
１，６８０円１ １台 

幸・多摩・麻 

生に限る。 

持込器具 １１０円１ 
１キロ 

ワット 

 

 

２ 大会議室 

品名 金額 回数 単位 付記 

拡声装置 １，６８０円１ １式 

テープレコー 

ダー 

レコードプレ 

ーヤー 

マイクロホン 

ビデオプロジ 

ェクター（多 

摩に限る。） 

照明設備 １，１２０円１ １式 
宮前・多摩・ 

麻生に限る。 

ピアノ ３，３６０円１ １台 
セミコンサー 

ト（調律別） 

レクチュアーテーブル ５６０円１ １式 
会議室にも適 

用 

金屏風 １，１２０円１ １双 
多摩・麻生に 

限る。 

３ その他の設備 

品名 金額 回数 単位 付記 

陶芸用電気窯 ３，３６０円１ １台 多摩に限る。 

備考 １ この表１及び２においては、午前・午後・夜間をそれぞれ１回 

    として扱う。 

２ 前項において、利用許可の時間を超えて利用する場合は、超過 

時間１時間（３０分未満は切り捨て、３０分以上は１時間とする 

。）につき、規定使用料の２割相当額を増徴する。この場合にお 

いて、１円未満の端数があるときは、これを切り捨てるものとす 

る。 

３ この表３の陶芸用電気窯の利用については、市民館の施設を利 

用して創作した作品に限る。 


